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1.ま えがき

マスコンクリート施工の場合,重 要な品質管理項目として,構 造物の機能に有害な影響を及ぼすと思われ

る温度ひびわれの制御が指摘される。したがって,施 工時にコンクリートの温度やひずみなどを計測して,

その結果を施工管理面ヘフィー ド・バックする事が必要である。本文は,現場状況やマスコンクリートの施

工状態に柔軟に対処でき,し かも,コ ンパクトで汎用性の高い情報化施工管理システムを紹介するとともに

その実施について述べたものである。

2.シ ステムの位置づけと目的

マスコンクリー トの温度ひびわれを制御するためには,図 -1に

示す計画 ・施工 ・チェック・処置というサークルのそれぞれの段階

で管理が必要である。計画の段階では ,種 々の解析法が提案され実

際に利用されており,施 工の段階では分割施工 ,ク ー リングなどの

対策が実施されている。しかし,施 工途中でのチェック段階では,

計測とその結果の分析に多くの時間と労力を費やすことが多く,施

工中に有効な処置を行なうことが難かしい現状にある。したがって

本システムでは ,リ アルタイムに多くのわか りやすいマスコンクリ

ー トの管理情報を担当者に提供する事を目的としている。

このシステムの重点は,下 記の五項目であり,い くつかのマスコ

ンクリー トの施工現場を経て実用化が進んでいる。

1)自 動計測

2)計 測データの長距離伝送         ′

3)リ アルタイム処理

4)計 測結果の視覚化

5)標 準化による汎用性

3.シ ステム構成

3.1ハ ー ドウェア

本システムの機器構成を図-2に 示す。システムはセンサからの

データ収集を行なう計測システム (写真-1)と ,デ ータを図表と

して出力する図表処理システム (写真-2)か らなる。計測システ

ムは従来プラント計測用として利用されてきた(株)千野製作所 ST

ラインを用いている。このシステムはセンサから得られたデータを

直ちにリモートスキャナ部でA/D変 換を行なった後,計測室にあ

る中央制御表示器まで送る方式である。そのためデータ伝送に対す

る信頼性が高く,実 績から1.8 Km程度までの長距離伝送が保証され

ている。この長距離伝送に対しては光ファイバの利用も考えられる

が,本 システムは光ファイバに比べ安価である。さらにコード切断

があっても補修に特別の技術を要さないという利点がある。
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